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★
門
徒
宗
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果
報
告 

去
る
十
月
十
五
日
（
火
）
午
後
四
時
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館

礼
拝
堂
に
お
い
て
、
臨
時
教
区
会
が
開
催
さ
れ
、
門
徒
宗
会
議

員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

選
挙
人
は
、
九
月
二
十
日
に
立
候
補
の
多
田
慎
一
さ
ん
（
関

野
組
長
楽
寺
門
徒
）
お
ひ
と
り
で
あ
っ
た
た
め
、
教
区
会
の
議

決
に
お
い
て
、
投
票
を
省
略
し
、
当
選
人
を
多
田
慎
一
さ
ん
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

☆
僧
侶
宗
会
議
員
公
文
名
眞
氏
総
局
入
局 

 

去
る
十
一
月
一
日
（
金
）、
宗
派
に
お
い
て
、
総
務
・
副
総
務

の
就
退
任
が
あ
り
、
高
岡
教
区
選
出
の
僧
侶
宗
会
議
員
公
文
名

眞
氏
が
副
総
務
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
子
ど
も
・

若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
室
長
に
も
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
さ
く
ら
保
育
園
園
児
記
念
参
拝 

十

一

月

七

日
（
木
）
さ
く

ら
保
育
園
に

お
い
て
、
報
恩

講
が
勤
修
さ

れ
、
年
長
の
園

児
二
十
一
名

が
、
西
本
願
寺

高
岡
会
館
の

礼
拝
堂
の
御

本
尊
に
記
念

参
拝
さ
れ
ま

し
た
。 

 

 高
岡
教
区 
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念仏のこころに

生きる生活を 
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念仏のこころに

生きる生活を 

２０１９ 

11 月号 

令和元年度 

教区賦課金(後期分)納入 

について 

５月当初にお知らせ致しまし

た告知書の通り、今年度の教区

賦課金（後期分）の納入期限は１

２月２３日（月）迄となっていま

す。 

できるだけ早期の納入をお願

い致します。 
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★
「
令
和
元
年
八
月
の
前
線
に
伴
う
大
雨
「
災
害
義
援
金
」
及
び

台
風
第
十
九
号
被
害
に
対
す
る
義
援
金
に
つ
い
て 

 

現
在
、
各
ご
寺
院
に
ご
依
頼
し
て
お
り
ま
す
標
記
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
六
十
三
ヶ
寺
さ
ま
よ
り
、
五
十
一
万
千
四
百
九
十
九
円
（
振
込
手
数
料
を

除
く
）
の
義
援
金
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
十
一
月
末
ま
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

最
終
的
に
、
義
援
金
の
送
付
先
及
び
金
額
に
つ
い
て
は
、
義
援
金
募
集
期
間

終
了
後
、
教
区
災
害
対
策
委
員
会
を
開
催
し
決
定
す
る
予
定
で
す
。 

ま
た
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
総
額
及
び
送
付
先
、
金
額
に
つ
い
て
は
、

教
区
報
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

                

                      

高岡会館報恩講お初夜「親鸞聖人を語る夕べ」 

期 日  １１月２５日（月）午後７時～９時 

 ※午後６時より「うどん」のお斎があります 

内 容  第１部 音楽法要（宗祖讃仰作法）午後７時～ 

第２部 ご講演 午後７時４５分～ 

     テーマ 親鸞聖人はどのような社会を願われたのか 

 ー私が救われるということ－ 

     ご講師 吉井教潤師（新湊組西照寺住職） 

（詳しくは同封のチラシをご覧下さい。） 
 

 

西本願寺高岡会館 報 恩 講 法 要 の ご 案 内 

○下記の通り高岡会館の報恩講を勤めます。お誘いあわせてお参りください。  

日 時：１１月２６日（火） 日中―午前１０時・逮夜―午後１時半  

布 教：岡西法英師（五位組教願寺前住職）  

講 題：『 本 願 の 名 号 』 

※お昼にお斎（お弁当）を準備しております。午前・午後あわせてお参りください。 

 

『ほとけのこどものつどい』 
開催のご案内 

 

本年度の「ほとけのこどものつどい」を次の

通り計画しています。どなたでもご参加いただ

けます。詳細は１２月の教区報で。 

 

記 

期 日：１２月２１日（土） 

午前１０時～午後３時頃 

(昼食あり) 

会 場：西本願寺高岡会館 

内 容：ゲームほか（予定） 

以 上 
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御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

～
第
二
〇
回
平
和
を
願
う
つ
ど
い
報
告
～ 

「
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
」
の
前
日
の
九
月
十
七
日
、
教
区
主
催
の
「
平

和
を
願
う
つ
ど
い
」
が
築
地
本
願
寺
第
二
伝
道
会
館
（
蓮
華
殿
）
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
二
十
二
教
区
・
宗
務
特
区
よ
り
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

二
十
回
の
節
目
を
迎
え
た
今
回
、
島
薗
進
さ
ん
（
宗
教
学
者
・
上
智
大
学
特
任
教

授
）
を
お
招
き
し
、
「
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
～
今
も
生
き
続
け
る
国
家

神
道
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
「
神
聖
天
皇
と
代
替
わ
り
」
と
い
う
演
題
で
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
の
「
非
戦
・
平
和
公
開
学
習
会
」
で
昨
夏
、
「
全
戦
没
者
を
悼
み
平
和
を
願

う
つ
ど
い
」
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
中
島
岳
志
さ
ん
（
東
京
工
業
大
学
教
授
）
と
、

島
薗
さ
ん
と
の
対
談
書
『
愛
国
と
信
仰
の
構
造
〜
全
体
主
義
は
よ
み
が
え
る
の
か

〜
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
選
び
、
学
び
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
特
に
今
年
は
、
新
天

皇
の
即
位
と
い
う
年
と
も
重
な
り
、
国
家
神
道
の
復
活
を
も
く
ろ
む
政
治
的
、
宗
教

的
な
動
向
が
注
目
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
本
質
的
な
問
題
性
と
念
仏
者
と
し
て
の
ス
タ

ン
ス
を
示
唆
し
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
つ
ど
い
と
な
り
ま
し
た
。 

内
容
に
関
し
て
、
宗
教
関
係
三
紙
（
『
文
化
時
報
』
『
中
外
日
報
』
『
仏
教
タ
イ

ム
ス
』
）
が
こ
の
つ
ど
い
の
内
容
に
つ
い
て
高
い
関
心
を
持
っ
て
的
確
に
取
り
上
げ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
、
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
国
家
神
道
は
本
当
に
解
体
さ
れ
た
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
問
題
提
起

し
、
一
九
八
九
年
の
皇
位
継
承
時
に
は
、
神
道
儀
礼
を
テ
レ
ビ
で
放
送
す
る
こ
と
へ

の
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
、
現
状
と
比
較
。
「
靖
国
神
社
は
戦
死
者

の
上
に
天
皇
陛
下
を
尊
ん
で
い
る
。
“
天
皇
の
神
格
化
”
は
人
の
い
の
ち
を
軽
く
し

て
し
ま
う
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
教
育
勅
語
や
軍
人
勅
諭
を
用
い
て
天
皇
崇
拝
を

国
家
の
中
心
へ
据
え
た
こ
と
の
検
証
を
促
し
、
「
宗
教
は
自
分
自
身
に
立
ち
返
り
、

冷
静
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
私
の
両
親
た
ち
は
お
国
の
た
め
に
死
ぬ

べ
き
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
多
く
の
兵
士
が
精
神
主
義
で
戦
っ
て
餓
死
し

た
。
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
、
今
の
世
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
呼
び
掛
け
て
い
た
。
『
文
化
時
報
』
よ
り 

明
治
期
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
至
る
ま
で
の
「
平
和
を
壊
し
た
過
去
」
「
天
皇
を
神

の
よ
う
に
崇
敬
す
る
」
思
想
は
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
「
戦
後
、
そ
れ
を
反
省
し

た
は
ず
が
不
徹
底
で
曖
昧
に
な
っ
た
」
と
語
り
、
明
治
以
降
の
近
代
皇
室
祭
祀
の
歴

史
を
概
観
。
戦
後
、
天
皇
の
神
格
は
否
定
さ
れ
、
「
神
道
指
令
」
で
国
家
神
道
は
解

体
し
た
が
、
大
嘗
祭
な
ど
代
替
わ
り
儀
礼
の
内
容
に
見
る
よ
う
に
、
明
治
維
新
以
後

に
創
出
さ
れ
、
国
体
論
と
も
結
び
付
い
て
い
た
皇
室
祭
祀
は
継
承
さ
れ
、
廃
止
・
縮

小
に
は
向
か
わ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
神
社
本
庁
は
一
貫
し
て
国
体
護
持
・

国
家
神
道
復
興
を
目
指
し
て
き
た
と
し
、
「
国
家
神
道
が
戦
後
も
残
り
、
そ
の
支
配

力
を
強
め
よ
う
と
い
う
動
き
が
常
に
あ
る
と
の
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
特
に
安

倍
政
権
に
な
っ
て
戦
前
回
帰
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
」
と
警
告
し
た
。
『
中
外
日

報
』
よ
り 

敗
戦
に
よ
り
消
え
た
は
ず
の
国
家
神
道
は
「
戦
後
も
生
き
て
い
る
」
と
強
調
し
、

一
九
九
〇
年
の
大
嘗
祭
を
中
心
と
す
る
即
位
儀
礼
が
い
か
に
大
掛
か
り
に
行
わ
れ
た

か
を
説
明
。
さ
ら
に
近
代
皇
室
祭
祀
に
つ
い
て
は
一
八
六
九
年
の
明
治
天
皇
の
伊
勢

神
宮
親
謁
を
例
示
し
、
「
歴
史
上
、
天
皇
が
伊
勢
に
行
っ
た
の
は
七
世
紀
の
持
統
天

皇
以
来
」
で
あ
り
、
事
実
上
、
伝
統
の
継
承
と
は
言
い
難
い
ま
っ
た
く
新
し
い
こ
と

で
あ
る
と
し
た
。
教
育
勅
語
に
つ
い
て
も
、
「
皇
祖
皇
宗
」
「
天
壌
無
窮
」
と
い
っ

た
語
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
そ
の
形
そ
の
形
そ
の
も
の
が
宗
教
的
な
聖
典
。

道
徳
的
に
悪
く
な
い
こ
と
が
書
い
て
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
枠
組
み
自
体
が
国
家

神
道
そ
の
も
の
」
と
し
、
国
家
神
道
の
成
立
に
は
神
社
だ
け
で
な
く
学
校
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
説
明
。
こ
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
、
天
皇
を
神
と
す
る
国
家

神
道
は
敗
戦
と
、
昭
和
天
皇
の
人
間
宣
言
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
が
、
神
社
本
庁
は

一
九
八
〇
年
制
定
の
「
神
社
本
庁
憲
章
」
で
「
大
御
代
の
弥
栄
を
祈
念
」
「
神
宮
を

本
宗
と
仰
ぎ
」
と
明
記
し
、
明
治
以
前
に
は
特
に
な
か
っ
た
国
家
神
道
的
な
も
の
を

中
核
に
し
て
い
る
と
指
摘
。
上
皇
夫
妻
は
皇
室
祭
祀
よ
り
も
平
和
の
た
め
の
祈
り
、

被
災
地
の
た
め
の
祈
り
を
重
視
し
て
い
た
が
、
神
社
本
庁
は
そ
れ
ら
よ
り
も
皇
室
祭

祀
の
継
承
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
た
。
『
仏
教
タ
イ
ム

ス
』
よ
り 

 

意
見
交
換
の
場
で
は
、
念
仏
の
教
え
に
も
と
づ
い
て
神
棚
を
降
ろ
さ
れ
た
門
徒
推

進
員
の
方
の
神
道
と
地
元
と
の
付
き
合
い
に
関
す
る
苦
悩
の
言
葉
や
、
も
や
も
や
し

て
い
た
国
家
神
道
の
問
題
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
、
僧
侶
よ

り
も
普
段
か
ら
真
宗
の
教
え
と
神
棚
や
神
社
と
の
関
係
の
な
か
で
具
体
的
な
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
る
方
に
特
に
響
い
た
つ
ど
い
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
千
鳥
ヶ
淵

法
要
の
意
義
と
国
家
神
道
の
問
題
を
見
つ
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
ヤ
ス
ク
ニ
専
門
委
員
会
委
員
長 

飛
鳥
寛
靜
】 
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 

◎11／16（土）：楠 正照氏 

（浄土真宗本願寺派布教使・京都府浄光寺副住職） 

「おやさま」という味わい 

◎11／23（土）：楠 正照氏 

（浄土真宗本願寺派布教使・京都府浄光寺副住職） 

「保育の中で重要なこと」 

□11／24（日）：未   定 

（富山教区） 

◎11／30（土）：楠 正照氏 

（浄土真宗本願寺派布教使・京都府浄光寺副住職）

「みんなで雅 楽 を吹 いてみたい」  

◎12／７（土）：楠 正照氏 

（浄土真宗本願寺派布教使・京都府浄光寺副住職） 

「残 していきたい文 化 」  

□12／８（日）：鷺森 昭見氏 

（高岡教区氷見西組浄善寺） 

◎12／15（土）：山上 正尊氏 

（本願寺派布教使・大阪府旭照寺住職） 

「未  定 」  

【西本願寺高岡会館１２月の常例法座】 

ご講師： 岡 西 有 可 氏 

（ 五 位 組 教 願 寺 ） 

ご講題：『阿弥陀様のおこころ』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どうぞ

お誘いあわせてお参りください。  

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（11/14～12/23）◇  

 11 月 教区・財団行事 教化団体・組行事  
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12 月 

２ 

４ 

９ 

 

14 

 

21 

23 

常例法座 

将来構想委員会 

 

 

 

親鸞聖人を語る夕べ音

楽法要練習 

親鸞聖人を語る夕べ 

会館報恩講 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常例法座 

 

 

組長会 

 

 

少年連盟役員会 

門徒推進員世話役会 

福光教堂報恩講（～２１） 

 

 

 

 

子ども若者連絡協議会 

中仏同窓生50周年記念大

会（富山） 

 

 

仏婦常任委員会 

寺院女性会研修会 

講社連盟もち米進納 

（～１０） 

寺族青年会実践運動研修

会 

ほとけのこどものつどい 

 

     

     

      

    

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでし

ょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  

一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７０袋）  ８，３００円 

・１ 組 （１０袋）    ５００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

    メール hourin18@gmail.com 

 

宗派宗務所における 

事務終了日及び事務開始日について 

 

事務終了日：１２月２６日（木）１１：００迄 

事務開始日：１月７日（火） 

 


